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光熱変換特性をもつ薄膜にレーザーを集光

して，水を局所加熱すると，マイクロバブルが

生成し，急激なマランゴニ対流が発生する[1]．

この現象は，マイクロ流体攪拌などへの応用が

期待されている．一方，比較的流速が緩やかで

プログラマブルなマイクロ流体駆動法として

キャピラリー電気泳動法や，電気浸透法などの

電気的な手法が広く用いられている．これらと

光熱誘起マイクロバブルを組み合わせること

で，非常に流速が速く，かつプログラマブルな

流体駆動法を開発できると期待される．そこで

我々は，濡れ性が電圧で変化するエレクトロウ

ェッティング現象に着目した．本研究では，エ

レクトロウェッティングを用いた濡れ性の制

御が光熱誘起マイクロバブルの生成と対流に

与える影響を検証することを目的とする． 

実験の概要図を図 1に示す．まず，試料への

電圧の印加および光熱変換流体現象の観察を

同時に行う装置を作製した．次に，ガラス/ITO/

塩化ナトリウム水溶液 /PDMS/FeSi2/ITO/ガラ

ス試料を以下の手順で作製した．ITO電極付き

のガラス基板上に，光熱変換特性をもつ FeSi2

薄膜をスパッタリング法で成膜した．さらに，

絶縁層として PDMSをスピンコートし，100 ℃

で 90分加熱して硬化させた．穴をあけたシリ

コーンラバーを PDMS の上に載せ，穴の中に

塩化ナトリウム水溶液を 2 µL滴下した．水溶

液中には対流を可視化するために直径 1.9 µm

のポリスチレン球を混ぜた．最後に，穴を ITO

電極付きのガラス基板で封じた．  

FeSi2薄膜上に波長785 nmのレーザー光を集

光し，液滴を局所加熱した．このとき，液滴上

下の電極に 0～300V の電圧をかけた．電圧を

印加した状態では，光熱加熱によって，マイク

ロバブルが生成しやすいことがわかった．これ

は，電圧の印加によって PDMS 表面の濡れ性

が変化したためだと考えられる．本実験では，

試料表面構造を変えずに，濡れ性とバブルの生

成しやすさとの関係を調べることに成功した．

発表では詳細な結果を報告する． 
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Fig. 1 Schematic drawing of the experimental setup. 
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